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は
じ
め
に

　
稿
者
は
、
飛
鳥
井
雅
経
の
定
数
歌
を
順
次
読
み
進
め
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
『
明
日
香
井
集
』
五
二
八
～
六
二
八
（
注
一
）
の
『
春
日
社
百
首
』

（以
下
、
本
百
首
と
い
う
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
百
首
は
「
元
久
二
年

十
二
月
三
日
於
宝
前
被
講
七
ヶ
日
参
籠
之
間
詠
之
」
と
の
注
記
を
持
ち
、
藤
原

氏
の
氏
神
を
ま
つ
る
春
日
神
社
に
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
、
雅
経
三
六
歳
）
に

参
籠

し
て
い
る
間
に
詠
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
参
籠
し
た
の
か

も
、
本
百
首
に
よ
り
推
測
で
き
る
の
で
、
後
述
し
た
い
。

　
本
百
首
の
構
成
は
、
春
（
五
二
八
～
五
四
七
）
・
夏
（
五
四
八
～
五
六
七
）
・

秋

（五
六
八
～
五
八
七
）
・
冬
（
五
八
八
～
六
〇
七
）
各
二
〇
首
、
雑
二
一
首

で
、
こ
の
う
ち
雑
は
前
半
の
一
〇
首
が
釈
教
（
六
〇
八
～
六
一
七
）
、
後
半
が

述
懐

（
六
一
八
～
六
二
八
）
と
な
っ
て
い
る
。
百
首
歌
で
あ
り
な
が
ら
百
一
首

存
す
る
の
は
、
末
尾
に
長
歌
と
反
歌
を
有
す
る
た
め
で
あ
る
。
『
明
日
香
井
集
』

に

は
長
歌
は
こ
れ
一
首
し
か
な
く
、
こ
の
参
籠
並
び
に
本
百
首
詠
作
が
雅
経
に

と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
（
注
二
）
。

本
百
首
か
ら
は
八
首
が
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
五
三
三

（『
玉
葉
集
』
九
八
）
・
五
五
一
（
同
三
二
〇
）
・
五
五
五
（
『
新
千
載
集
』
二
七

二
）
・
五
八
二
（
『
続
千
載
集
』
五
四
五
）
・
六
一
八
（
『
玉
葉
集
』
二
七
九
三
）
・

六

二
五

（
同
二
四
八
六
）
・
六
二
七
（
『
新
千
載
集
』
二
一
三
五
）
・
六
二
八

（同
一
二
三
六
）
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
雅
経
の
定
数
歌
を
読
ん
で
い
る
と
、
本
歌
取
詠
や
、
流
行
表
現

な
ど
を
用
い
た
歌
が
多
い
と
い
う
土
ハ
通
性
は
有
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定

数
歌
に

特
徴
が

あ
り
（
注
三
）
、
雅
経
は
そ
の
都
度
何
ら
か
の
課
題
を
持
っ
て

作
歌
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
百
首
に
も
、
い
く
つ
か
の
特

徴
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
歌
枕
詠
が
三
九
首
存
し
、
雅
経
の
、
稿
者
が
既
に
調

査

を
し
た
定
数
歌
中
で
最
も
多
い
。
そ
の
中
で
、
本
百
首
が
詠
ま
れ
た
地
で
あ

る
春
日
を
含
む
大
和
国
の
歌
枕
を
詠
ん
だ
歌
は
二
四
首
を
占
め
る
。
ま
た
、
風

を
詠
ん
だ
歌
も
三
二
首
（
コ
風
」
二
首
、
「
木
枯
し
」
・
「
山
お
ろ
し
」
各
一
首
を

含
む
）
と
多
い
。
釈
教
に
お
い
て
は
十
喩
を
詠
む
が
、
こ
れ
は
雅
経
以
前
の
作

例
は
多
く
は
な
い
。
一
方
、
先
述
し
た
本
歌
取
詠
等
は
、
実
は
本
百
首
に
お
い

て

は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
本
歌
取
詠
と
、
先
行
歌
の
影
響
下
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
作
と
を
合
わ
せ
、
二
五
首
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
、
稿
者
が
調
査
し
た
他
の

定
数
歌
に

お
け
る
数
値
を
詠
作
年
代
順
に
示
す
と
、
『
正
治
後
度
百
首
』
二
一

首
、
『
老
若
五
十
首
歌
合
」
一
四
首
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
三
三
首
、
『
百
首
和

歌
　
建
仁
二
年
八
月
廿
五
日
』
（
実
数
は
八
七
首
）
三
一
首
、
『
千
日
影
供
百
首
』

（実
数
は
九
九
首
）
三
三
首
、
で
あ
る
。
ま
た
、
雅
経
は
本
歌
を
取
り
過
ぎ
る

傾
向
が
あ
る
こ
と
は
多
く
の
方
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
本
百

首
に
お
い
て
は
そ
れ
も
少
な
い
。
流
行
表
現
等
は
、
流
行
表
現
・
珍
し
い
表
現

が

二
例
ず
つ
、
新
し
い
表
現
が
三
例
、
本
百
首
以
前
に
見
ら
れ
な
い
表
現
が
六
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例
で
、
こ
れ
も
他
の
定
数
歌
に
比
し
て
少
な
い
。
本
稿
で
は
、
①
歌
枕
詠
、
②

十
喩
歌
、
及
び
、
春
日
社
参
籠
と
本
百
首
詠
作
の
目
的
を
考
え
る
た
め
、
③
述

懐
歌
、
の
三
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
本
百
首
に
は
流
行
表
現
や
新
し
い
表
現
は
少
な
い
と
前
述
し
た
が
、
歌
枕
詠

に

は
詠
ま
れ
て
い
る
歌
枕
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
詠
み
方
に
新
し
さ
を
感
じ
さ

せ

る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
何
首
か
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

歌
枕
詠

　
前
述
の

よ
う
に
、
本
百
首
に
は
三
九
首
の
歌
枕
詠
が
存
す
る
。
稿
者
が
調
査

し
た
雅
経
の
他
の
定
数
歌
に
お
け
る
歌
枕
詠
の
歌
数
は
、
『
正
治
後
度
百
首
』

二
四
首
、
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
一
〇
首
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
三
〇
首
、
『
百

首
和
歌
　
建
仁
二
年
八
月
廿
五
日
』
三
〇
首
、
『
千
日
影
供
百
首
』
一
六
首
で

あ
り
、
本
百
首
の
歌
枕
詠
の
多
さ
は
他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
一
首
に

二
箇
所
が
詠
ま
れ
て
い
る
歌
が
十
首
あ
る
た
め
、
箇
所
数
は
延
べ
四
九
箇
所
と

な
る
。
そ
の
う
ち
二
度
詠
ま
れ
て
い
る
歌
枕
が
三
箇
所
、
三
度
詠
ま
れ
て
い
る

歌
枕
が
一
箇
所
あ
る
た
め
、
四
四
箇
所
の
歌
枕
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

部
立
別
で

は
、
春
九
首
、
夏
八
首
、
秋
八
首
、
冬
一
〇
首
、
雑
の
う
ち
、
釈
教

に

は
な
く
、
述
懐
四
首
で
あ
る
。
歌
枕
の
国
別
の
内
訳
は
、
大
和
二
四
箇
所
、

山
城
八
箇
所
、
播
磨
三
箇
所
、
信
濃
・
摂
津
各
二
箇
所
、
伊
勢
・
越
前
．
常
陸

各
一
箇
所
、
所
在
不
明
二
箇
所
で
あ
る
。
同
一
歌
枕
が
複
数
回
詠
ま
れ
て
い
る

の

は
、
春
日
山
・
吉
野
・
佐
保
川
が
二
度
ず
つ
、
三
笠
山
が
三
度
で
、
い
ず
れ

も
大
和
国
で
あ
る
。
本
百
首
を
奉
納
す
る
春
日
社
の
存
す
る
大
和
国
の
歌
枕
を

幅
広
く
詠
も
う
と
し
た
が
た
め
に
、
歌
枕
詠
が
多
く
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
ま
た
、
四
四
箇
所
の
歌
枕
の
う
ち
、
半
数
近
い
一
八
箇
所
が
山
で
、
さ
ら

に

そ
の
う
ち
の
一
二
箇
所
が
大
和
国
で
あ
る
。
山
の
次
に
多
い
原
・
野
は
六
箇

所
、
川
は
四
箇
所
に
と
ど
ま
る
。
な
お
、
こ
の
傾
向
は
風
を
詠
む
歌
に
も
類
似

し
て
お
り
、
山
に
吹
く
風
の
歌
は
二
一
首
、
原
・
野
と
川
と
は
四
首
ず
つ
で
あ

る
。

五
五
七
　
さ
な
へ
と
る
議
雛
獲
の
な
ら
か
し
は
い
な
葉
も
ま
た
ぬ
か
ぜ
そ
よ

　
ぐ
な
り

　
き
の
ふ
こ
そ
さ
な
へ
と
り
し
か
い
つ
の
ま
に
い
な
ば
そ
よ
ぎ
て
秋
風
の
吹

　
く
　
　
　
　
　
（
『
古
今
集
』
巻
四
、
秋
上
、
一
七
二
、
よ
み
人
知
ら
ず
）

　
か

み

の

ま
す
織
叢
懸
醸
礫
簸
の
つ
る
の
子
は
か
へ
る
よ
り
こ
そ
千
世
は
か

　
ぞ

へ
め
　
　
　
　
　
　
　
（
『
玉
葉
集
』
巻
七
、
賀
、
一
〇
四
五
、
源
順
）

　
き
か
ず
と
も
こ
こ
を
せ
に
せ
む
時
鳥
懲
灘
欝
懸
の
す
ぎ
の
む
ら
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
新
古
今
集
』
巻
三
、
夏
、
二
一
七
、
西
行
）

　
山
田
原
は
伊
勢
国
の
歌
枕
。
雅
経
歌
は
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
と
す
る
。
昨

日
早
苗
を
取
っ
た
と
思
っ
た
の
に
、
早
く
も
稲
葉
が
そ
よ
い
で
、
秋
風
が
吹
い

て
い

る
、
と
詠
む
本
歌
に
対
し
、
季
節
を
早
苗
を
取
る
頃
に
移
し
、
ま
だ
稲
葉

も
茂
っ
て
い
な
い
の
に
、
楢
や
柏
に
そ
よ
そ
よ
と
風
が
吹
く
、
と
詠
む
。
山
田

原
の
作
例
は
こ
こ
に
示
し
た
順
歌
が
初
出
か
と
思
わ
れ
、
西
行
が
詠
ん
だ
後
、

慈
円
・
藤
原
家
隆
・
後
鳥
羽
院
ら
新
古
今
歌
人
が
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
後
も
作

例
は
見
ら
れ
、
比
較
的
新
し
い
歌
枕
と
考
え
ら
れ
る
。

五
八
〇

も
り
あ
か
す
つ
き
に
こ
こ
ろ
を
灘
馨
灘
灘
の
す
そ
わ
の
た
ゐ
の
秋

　
の
か
り
い
ほ

　
あ
き
の
田
に
い
ほ
さ
す
し
つ
の
と
ま
を
あ
ら
み
月
と
友
に
や
も
り
あ
か
す

　
ら
ん
（
『
新
古
今
集
』
巻
四
、
秋
上
、
四
三
一
、
藤
原
顕
輔
・
『
久
安
百
首
』

　
三
四
三
）
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飛鳥井雅経の『春日社百首』詠

　

「
つ
く
ば
ね
」
に
「
尽
く
」
を
掛
け
る
。
筑
波
嶺
（
ま
た
は
筑
波
山
）
と
月

と
の
取
り
合
わ
せ
は
少
な
く
、
雅
経
と
同
時
代
ま
で
に
当
該
歌
以
外
に
は
『
新

編
国
歌
大
観
」
で
検
索
す
る
限
り
七
例
し
か
見
え
な
い
。
こ
の
う
ち
、
家
隆
に

四
例
見
ら
れ
る
。
雅
経
に
も
当
該
歌
の
ほ
か
に
一
例
存
す
る
。
ま
た
「
も
り
あ

か

す
」
は
、
当
該
歌
以
前
に
詠
ま
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
作
は
、
こ
こ
に
示
し

た
顕
輔
歌
の
み
の
新
し
い
表
現
で
あ
る
。
そ
の
後
の
作
例
は
少
な
く
な
い
。
当

該
歌
・
顕
輔
歌
と
も
、
「
（
月
が
）
洩
り
明
か
す
」
と
「
（
自
分
が
）
守
り
明
か

す
」
を
掛
け
る
。
『
百
人
一
首
』
に
も
撰
ば
れ
た
「
秋
の
田
の
か
り
ほ
の
い
ほ

の

と
ま
を
あ
ら
み
わ
が
衣
手
は
つ
ゆ
に
ぬ
れ
つ
つ
」
（
『
後
撰
集
』
巻
六
、
秋
中
、

三
〇

二
、
天
智
天
皇
）
を
、
顕
輔
歌
は
本
歌
と
し
、
雅
経
歌
は
念
頭
に
お
い
て

詠

ま
れ
、
洩
れ
て
く
る
も
の
を
露
か
ら
月
光
に
置
き
換
え
る
点
も
共
通
す
る
。

『
後
撰
集
」
歌
に
は
仮
庵
で
過
ご
す
夜
の
佗
し
さ
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
雅

経
歌
か
ら
は
、
洩
れ
さ
し
こ
ん
で
仮
庵
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
月
光
の
美
し
さ

を
楽
し
む
気
持
が
読
み
と
ら
れ
る
。
本
百
首
に
お
い
て
当
該
歌
以
外
に
、
歌
枕

と
、
詠
み
込
ま
れ
た
素
材
と
の
取
り
合
わ
せ
が
珍
し
い
例
に
、
五
八
二
番
歌
の

深
草
と
揺
衣
、
五
八
五
番
歌
の
石
田
の
小
野
と
葛
、
の
二
組
が
あ
る
。
ま
た
、

五
六
〇
番
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
鹿
背
山
は
、
「
衣
か
せ
山
」
と
詠
む
の
が
一
般

的
で
あ
る
が
、
「
袖
に
か
せ
山
」
と
詠
ん
で
お
り
、
こ
の
作
例
は
ほ
か
に
見
出

せ
な
い
。

五
四
七
　
け
ふ
な
ら
で
い
ま
い
く
か
と
も
な
き
春
を
謎
麟
礫
醗
の
も
り
え
や

　
は
と
ど
む
る

　
か

す
が
の
の
縷
灘
糠
鰻
の
も
り
い
で
て
見
よ
今
い
く
か
あ
り
て
わ
か
な
つ

　
み

て
む

　
　
　
　
（
『
古
今
集
』
巻
一
、
春
上
、
一
八
、
よ
み
人
し
ら
ず
）

　
ゆ
く
と
し
を
懸
鐵
醗
繊
の
も
り
い
で
て
見
よ
い
ま
い
く
か
ま
で
冬
の
よ
の

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
秋
篠
月
清
集
』
一
二
七
六
）

夕
す
ず
み
灘
麟
灘
鞭
の
も
り
こ
の
比
や
い
ま
い
く
か
あ
り
て
秋
の
初
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
五
四
四
）

　
当
該
歌
は
『
古
今
集
』
歌
を
本
歌
と
す
る
。
「
飛
火
野
」
は
、
こ
の
『
古
今

集
』
歌
以
来
、
「
若
菜
」
な
ど
の
語
と
と
も
に
早
春
の
景
を
詠
む
の
が
一
般
的

で

あ
る
。
し
か
し
、
雅
経
は
本
歌
の
「
今
い
く
か
」
の
語
を
用
い
つ
つ
、
春
は

今
日
し
か
な
い
、
と
歌
っ
て
惜
春
の
歌
と
し
た
。
同
様
の
例
は
こ
こ
に
示
し
た
、

藤
原
良
経
や
藤
原
定
家
の
作
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
良
経
歌
の
詠
作
年
次
に
つ
い

て
青
木
賢
豪
氏

は
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
二
月
二
日
か
（
注
四
）
と
さ

れ

て

お
り
、
当
該
歌
以
前
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
良
経
歌
も
「
今
い
く
か
」

の

語

を
生
か
し
な
が
ら
、
歳
暮
の
歌
に
転
じ
て
い
る
。
定
家
歌
は
晩
夏
の
歌
で

あ
る
が
、
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
の
「
四
季
題
百
首
」
中
の
一
首
で
あ
り
、

本
百
首
よ
り
後
の
作
で
あ
る
。
飛
火
野
と
い
え
ば
早
春
と
い
う
従
来
の
枠
組
み

を
越
え
よ
う
と
す
る
試
み
が
新
古
今
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
当

該
歌

は
そ
の
う
ち
の
一
首
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

五
四
六

　
か

は
風
に
ち
る
だ
に
あ
る
を
や
ま
ぶ
き
の
錨
簸
こ
す
な
み
に
春
や

　
行
く
ら
ん

　
泊
瀬
川
流
る
る
水
脈
の
瀬
を
速
み
灘
灘
越
す
波
の
音
の
清
け
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
万
葉
集
」
巻
七
・
＝
〇
八
・
一
＝
二
）

　

「
ゐ
で
」
（
堰
・
井
手
）
は
川
の
水
を
せ
き
と
め
た
と
こ
ろ
の
意
で
、
「
ゐ
で

こ
す
な
み
」
は
『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
、
そ
の
後
の
作
例
も
少
な
く
な
い
。
そ

の

多
く
が
こ
こ
に
示
し
た
『
万
葉
集
』
歌
を
念
頭
に
詠
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
、

初
瀬
川
を
詠
み
こ
む
。
し
か
し
雅
経
歌
に
お
い
て
は
、
「
や
ま
ぶ
き
」
が
と
も
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に

詠

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
「
ゐ
で
」
に
は
歌
枕
の
「
井
手
」
が
掛
け
ら

れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
詠
み
方
は
本
百
首
以
前
に
は
見
出
し

え
な
い
の
で
、
雅
経
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
前
述
の
歌
枕
詠
の
歌
数
に
含
め
て
い
な
い
二
首
に
も
触
れ
て
お

き
た
い
。
「
さ
む
し
ろ
に
衣
か
た
し
く
は
し
ひ
め
の
ま
く
ら
に
な
み
の
よ
る
の

あ
じ
ろ
ぎ
」
（
五
九
六
）
は
「
宇
治
」
の
地
名
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
が
、
「
さ
む

し
ろ
に
衣
か
た
し
き
こ
よ
ひ
も
や
我
を
ま
つ
ら
む
う
ち
の
は
し
ひ
め
」
（
『
古
今

集
』
巻
一
四
、
恋
四
、
六
八
九
、
よ
み
人
知
ら
ず
）
を
本
歌
と
し
て
い
る
上
、

宇
治
の
景
物
と
し
て
著
名
な
網
代
木
を
詠
ん
で
お
り
、
宇
治
を
詠
ん
で
い
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
独
り
寝
す
る
橋
姫
の
枕
も
と
に
波
が
寄
せ
る
、
寒
々
と
し

た
冬
の
夜
の
宇
治
川
の
光
景
を
詠
む
。
ま
た
、
「
な
つ
の
ひ
も
灘
灘
灘
綴
灘
懇

の

ゆ
ふ
す
ず
み
そ
で
に
は
秋
の
心
あ
ひ
の
か
ぜ
」
（
五
六
三
）
は
、
歌
枕
で
は

な
い
が
、
「
武
生
の
国
府
」
と
い
う
場
所
を
詠
む
。
催
馬
楽
の
「
道
の
口
鐡
雛

雛
灘
懸
に
我
は
あ
り
と
親
に
申
し
た
べ
心
あ
ひ
の
風
や
さ
き
む
だ
ち
や
」
に
よ

る
。
都
を
離
れ
武
生
の
地
で
暮
ら
す
人
の
心
境
を
歌
っ
た
催
馬
楽
を
、
さ
わ
や

か

な
夕
涼
み
の
歌
に
転
じ
て
い
る
。

　
本
百
首
に
は
多
く
の
歌
枕
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
以
上
の
よ
う

に

詠
法
等
に

お

い

て
新
し
さ
を
求
め
る
作
が
含
ま
れ
て
い
る
。

三
）
・
『
風
情
集
』
〔
藤
原
公
重
〕
（
＝
一
五
～
一
三
三
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、

『
公
任
集
』
に
は
「
聚
沫
」
が
な
く
、
か
わ
っ
て
「
水
の
月
」
が
あ
る
（
注
五
）
。

『
赤
染
衛
門
集
』
に
お
い
て
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
が
底
本
と
す
る
島
原
松
平

文
庫
蔵
本
で
は
、
「
幻
」
の
歌
と
、
次
の
「
夢
」
の
詞
書
を
欠
く
が
、
『
赤
染
衛

門
集
全
釈
』
（
注
六
）
で
は
桂
宮
本
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
。
『
風
情
集
』
で
は

「
聚
沫
」
・
「
夢
」
が
な
く
、
「
水
の
月
」
が
あ
る
。
ほ
か
に
十
喩
の
一
部
を
収
め

る
も
の
に
、
『
嘉
言
集
』
（
一
七
）
夢
、
『
禅
林
療
葉
集
』
〔
藤
原
資
隆
〕
（
九
三
．

九
四
）
聚
沫
・
夢
、
「
法
門
百
首
」
〔
寂
然
〕
（
八
一
）
雲
、
が
あ
る
（
注
七
）
。

　
勅
撰
集
入
集
歌
は
、
『
後
拾
遺
集
』
＝
八
九
（
芭
蕉
‖
『
公
任
集
』
二
九

二
）
・
一
一
九
〇
（
水
の
月
、
小
弁
）
、
『
千
載
集
』
一
二
〇
二
（
泡
1
1
『
公
任

集
』
二
八
九
）
・
一
二
二
四
（
水
の
月
、
藤
原
永
範
）
・
一
二
三
四
（
夢
1
1
『
禅

林
療
葉
集
』
九
四
）
・
一
二
三
五
（
夢
、
登
蓮
）
、
『
新
古
今
集
』
一
九
七
二

（夢

1
1
『
赤
染
衛
門
集
』
四
五
九
）
、
『
続
古
今
集
」
七
五
二
（
泡
1
1
『
赤
染
衛

門
集
』
四
五
六
）
・
七
五
三
（
夢
1
1
『
公
任
集
』
二
九
四
）
、
『
玉
葉
集
』
二
六

七
五

（雲
、
小
弁
）
・
二
八
一
七
（
水
の
月
1
1
『
公
任
集
』
二
九
〇
）
、
の
計
一

一
首
で

あ
る
が
、
「
水
の
月
」
を
の
ぞ
く
と
、
前
記
の
家
集
所
収
歌
以
外
は
二

首
に
過
ぎ
な
い
。

　
雅
経
の
十
喩
歌
を
検
討
し
た
い
。
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二
　
十
喩
歌

　
本
百
首
の
釈
教
歌
に
は
十
喩
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
十
喩
は
『
維
摩
経
』
第
二

の

方
便
品
に
見
え
、
人
の
身
の
は
か
な
さ
を
十
の
も
の
（
聚
沫
．
泡
．
炎
．
芭

蕉
・
幻
・
夢
・
影
・
響
・
雲
・
電
）
に
喩
え
て
い
る
。

　
本
百
首
以
前
に
十
喩
を
詠
ん
だ
例
で
、
家
集
に
ま
と
め
て
収
め
ら
れ
て
い
る

の

は
、
『
公
任
集
』
（
二
八
九
～
二
九
八
）
・
『
赤
染
衛
門
集
』
（
四
五
五
～
四
六

　
　
　
　
　
是
身
如
聚
沫

六
〇
八
　
は
や
く
ゆ
く
い
は
ま
の
水
の
わ
く
ら
ば
に
う
き
て
も
め
ぐ
る
あ
は

　
れ
よ
の
中

　
　
　
　
　
是
身
如
浮
泡

六

〇
九
　
に
は
た
つ
み
は
か
な
く
む
す
ぶ
う
た
か
た
の
き
ゆ
る
も
よ
そ
の
袖

　

の

う
へ
か
は

　
　
　
　
　
是
身
如
炎



〆

飛鳥井雅経の「春日社百首』詠

六
一
〇
　
は
る
の
野
に
や
く
と
も
え
ゆ
く
わ
か
く
さ
の
あ
は
れ
を
こ
め
て
た

　

つ
煙
か
な

　
　
　
　
　
是
身
如
芭
蕉

六
一
一
　
あ
ひ
に
あ
ひ
て
よ
を
秋
風
の
ふ
き
も
あ
へ
ず
ま
つ
や
ぶ
れ
ぬ
る
草

　
の
は
も
う
し

　
　
　
　
　
是
身
如
幻

六
一
二
　
世
中
よ
な
ほ
あ
は
れ
な
り
ま
ぼ
ろ
し
の
う
つ
り
や
す
き
は
な
ら
ひ

　

な
れ
ど
も

　
　
　
　
　
是
身
如
夢

六
一
三
　
む
ば
た
ま
の
夢
と
見
つ
つ
も
お
ど
ろ
か
す
な
が
き
ね
ぶ
り
に
む
す

　
ぼ
ほ

れ

つ

つ

　
　
　
　
　
是
身
如
影

六
一
四
　
い
と
ひ
か
ね
う
き
は
身
に
そ
ふ
か
げ
ろ
ふ
の
あ
る
か
な
き
か
の
よ

　

を
や
た
の
ま
ん

　
　
　
　
　
是
身
如
響

六
一
五
　
た
に
風
の
ひ
び
き
ば
か
り
を
契
に
て
き
く
も
あ
や
な
き
や
ま
び
こ

　

の

こ
ゑ

　
　
　
　
　
是
身
如
雲

六
一
六
　
な
が
む
れ
ば
む
な
し
き
そ
ら
を
う
き
く
も
の
さ
す
ら
へ
は
て
む
ゆ

　

く
へ
し
ら
ず
も

　
　
　
　
　
是
身
如
電

六
一
七
あ
き
の
た
の
ほ
の
う
へ
て
ら
す
ほ
ど
も
な
し
や
み
を
は
な
れ
ぬ
い

　

な
づ
ま
の
影

比
喩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
い
ず
れ
も
和
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
の
多

い

素
材
、
ま
た
は
身
近
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
先
行
す
る
十
喩
歌

の

影
響
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か
な
作
は
な
い
。
し
か
し
、
国
枝
利
久
氏
が
指

摘
さ
れ
る
通
り
（
注
八
）
、
『
宝
物
集
』
に
「
維
摩
経
の
十
喩
の
心
、
昔
今
の
歌

に

も
よ
み
て
侍
る
め
り
。
少
々
申
す
べ
き
な
り
。
」
と
し
て
例
歌
が
あ
げ
ら
れ

て
い

る
が
、
そ
の
中
に
あ
る
い
は
雅
経
が
念
頭
に
置
い
て
詠
ん
だ
か
と
思
わ
れ

る
歌
が
二
首
見
ら
れ
る
の
で
、
始
め
に
検
討
し
た
い
。

　
最
初
に
十
喩
最
後
の
電
（
稲
妻
）
歌
を
取
り
あ
げ
る
。
雅
経
歌
は
、
「
あ
き

の

た
の
ほ
の
う
へ
を
て
ら
す
い
な
づ
ま
の
ひ
か
り
の
ま
に
も
我
や
わ
す
る
る
」

（『
古
今
集
』
巻
＝
、
恋
一
、
五
四
八
、
よ
み
人
知
ら
ず
）
を
本
歌
と
し
、
秋

の

田
の
稲
穂
を
一
瞬
だ
け
照
ら
し
た
稲
妻
を
詠
む
。
稲
妻
の
一
瞬
の
光
が
去
る

と
再
び
周
囲
が
闇
に
包
ま
れ
る
様
子
に
は
か
な
さ
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
る

も
の
の
、
人
の
身
の
は
か
な
さ
と
い
う
十
喩
の
趣
旨
を
満
た
し
て
い
な
い
よ
う

に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
『
宝
物
集
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
次
の
歌
を
介
す
る
と
、

雅
経
が
こ
の
よ
う
に
詠
ん
だ
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す

な
わ
ち
「
世
中
を
何
に
た
と
へ
ん
秋
の
田
の
ほ
の
か
に
て
ら
す
宵
の
い
な
づ
ま
」

（源
順
）
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
こ
れ
も
国
枝
氏
の
ご
指
摘
の
と
お
り
、
『
後
拾

遺
集
』
（
巻
一
七
、
雑
三
、
一
〇
＝
二
）
に
入
集
す
る
ほ
か
『
順
集
』
（
＝
五
）

に

長
い
詞
書
を
有
し
て
収
め
ら
れ
て
お
り
（
『
後
拾
遺
集
」
・
『
順
集
』
で
は
第

三
句
「
秋
の
田
を
」
）
、
詠
作
状
況
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
応
和

元
年

（九
六
一
）
七
月
十
一
日
に
四
歳
の
女
子
、
同
年
八
月
六
日
に
五
歳
の
男

子
を
失
っ
た
際
の
詠
で
、
十
喩
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
雅
経
は
、

『
順
集
』
の
詞
書
を
知
ら
な
か
っ
た
か
失
念
し
て
、
『
宝
物
集
』
の
記
述
に
よ
り

順
の
作
を
十
喩
歌
と
認
識
し
、
こ
れ
に
引
か
れ
て
作
歌
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
六
首
目
の
「
夢
」
詠
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
百
首
よ
り
後
の
作
も
含
め
、

当
該
歌
の
ほ
か
に
、
十
喩
中
で
最
も
多
い
六
人
の
作
が
現
存
し
て
い
る
。
は
か

な
い
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
和
歌
に
詠
ま
れ
て
お
り
、
詠
み
や
す
い
題
で
あ
っ
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た
と
思
わ
れ
、
様
々
な
詠
み
方
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
雅
経
だ
け
が
「
な

が

き
ね
ぶ
り
」
す
な
わ
ち
無
明
長
夜
を
詠
む
が
、
こ
れ
は
平
安
時
代
末
期
か
ら

和
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
表
現
で
あ
る
。
『
宝
物
集
』
で
は
永
縁
の
「
な

が

き
夜
の
夢
の
中
に
て
見
る
夢
は
い
つ
れ
う
つ
つ
と
い
か
が
さ
だ
め
ん
」
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
風
雅
集
』
（
巻
一
七
、
雑
下
、
一
九
〇
一
）
に
入
集
す

る
が
、
『
堀
河
百
首
』
の
「
夢
」
題
の
歌
（
一
五
四
八
番
）
で
あ
っ
て
、
こ
れ

も
十
喩
歌
で
は
な
い
。
「
な
が
き
夜
の
夢
」
は
『
堀
河
百
首
』
詠
と
し
て
は
無

明
長
夜
を
詠
ん
だ
か
否
か
は
明
白
で
な
い
（
注
九
）
。
し
か
し
『
宝
物
集
』
の

よ
う
に
十
喩
歌
と
し
て
読
む
場
合
に
は
無
明
長
夜
と
解
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
雅
経
は
こ
の
永
縁
歌
か
ら
想
を
得
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
他
の
歌
も
見
て
行
き
た
い
。
「
聚
沫
」
を
詠
ん
だ
歌
は
、
現
存
す
る
の

は
六
〇
八
と
『
赤
染
衛
門
集
』
四
五
五
番
歌
と
『
禅
林
療
葉
集
』
九
三
番
歌
の

み

で

あ
る
。
次
の
「
泡
」
と
の
詠
み
分
け
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
雅
経
は
、

聚
沫
題
を
泡
が
た
く
さ
ん
で
き
る
岩
間
の
急
流
、
泡
題
を
水
た
ま
り
で
詠
む
こ

と
に
よ
り
区
別
し
て
い
る
。
六
〇
八
は
「
あ
は
れ
」
に
「
泡
」
を
か
け
（
た
だ

し
、
泡
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
「
あ
わ
」
）
、
急
流
に
浮
い
て
流
れ
る
泡
の
よ
う

に
、
つ
ら
い
思
い
を
し
な
が
ら
こ
の
世
を
廻
る
人
を
詠
み
、
六
〇
九
は
、
水
た

ま
り
で
結
ん
で
は
消
え
る
泡
も
人
事
と
は
思
え
な
い
、
と
し
、
二
首
の
動
と
静

が
対
照
的
で
あ
る
。
六
〇
九
に
は
「
に
は
た
つ
み
」
の
語
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、

『
三
宝
絵
』
序
に
「
世
ハ
皆
堅
ク
不
全
ル
事
、
水
ノ
沫
、
庭
水
、
外
景
ノ
如
シ
」

と
見
え
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
と
、
「
庭
水
」
に
本
文
と
同
筆
で

「
ニ

ハ

タ
ヅ
ミ
」
の
振
り
仮
名
が
あ
る
。
雅
経
が
『
三
宝
絵
』
を
念
頭
に
詠
ん

だ

可
能
性
も
考
え
ら
れ
は
す
る
が
、
「
に
は
た
つ
み
」
の
語
は
『
万
葉
集
』
以

来
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

「
芭
蕉
」
は
、
物
名
歌
で
は
あ
る
が
『
古
今
集
』
に
既
に
見
え
、
以
後
も
さ

ほ
ど
多
く
な
い
も
の
の
作
例
が
あ
る
。
芭
蕉
を
詠
ん
だ
十
喩
歌
は
、
雅
経
歌
を

含
め
四
首
存
す
る
が
、
少
し
ず
つ
表
現
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
風
に
よ
っ

て
破
れ
た
芭
蕉
の
葉
を
詠
む
。
公
任
は
「
風
吹
け
ば
ま
つ
や
ぶ
れ
ぬ
る
草
の
は
」
、

赤
染
衛
門
は
「
あ
き
風
に
く
だ
く
る
草
の
は
」
、
公
重
は
「
か
ぜ
に
や
ぶ
る
る

ば
せ
を
葉
」
で
、
雅
経
歌
は
公
任
歌
と
表
現
が
一
致
し
て
い
る
。
雅
経
が
公
任

歌
を
参
考
に
し
た
と
も
、
芭
蕉
の
葉
の
特
徴
と
歌
の
主
題
と
か
ら
、
詠
み
方
が

限
定
さ
れ
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

「
影
」
題
で
雅
経
は
、
「
か
げ
ろ
ふ
」
を
詠
ん
で
い
る
。
「
影
」
と
「
陽
炎
」

を
掛
け
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
「
炎
」
題
で
公
任
・
公
重
は
陽
炎
を
詠
ん

で
い
る
。

　

「
雲
」
題
で
雅
経
は
、
「
む
な
し
き
そ
ら
」
を
詠
む
が
、
こ
れ
は
「
虚
空
」

の

訓
読
語

で
、
流
行
表
現
で
あ
る
。
『
新
古
今
集
』
に
八
例
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
拾
玉
集
』
に
は
一
二
例
存
し
、
慈
円
が
こ
の
表
現
を
好
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
雅
経
は
当
該
歌
の
ほ
か
に
二
首
に
用
い
て
い
る
。

　
以
上
、
十
喩
歌
を
検
討
し
て
き
た
。
雅
経
が
本
百
首
の
釈
教
歌
の
題
に
十
喩

を
選
ん
だ
の
は
、
藤
原
氏
と
関
わ
り
の
深
い
維
摩
会
の
存
在
が
あ
る
か
ら
と
い

う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
の
理
由
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

の

で
、
次
節
で
考
え
る
。
な
お
、
公
任
以
来
「
聚
沫
」
で
は
な
く
「
水
の
月
」

が
詠

ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
中
で
、
聚
沫
を
詠
ん
だ
の
は
、
あ
え
て
聚
沫
と

泡

と
を
詠
み
分
け
よ
う
と
の
意
志
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
　
述
懐
歌

　
雅
経
の
春
日
社
参
籠
と
本
百
首
詠
作
の
動
機
は
、
述
懐
歌
に
よ
り
推
測
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
そ
れ
は
昇
進
の
願
い
と
考
え
ら
れ
、
特

に

位
が
上
が

る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
述
懐
歌
と
関
わ
る
、

雅
経
の
三
年
余
り
前
か
ら
の
官
位
を
公
卿
補
任
に
よ
り
示
す
と
、
次
の
と
お
り
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で
あ
る
。建

仁
元
年

（
一
二
〇
一
、
三
二
歳
）

　
　
二
年

元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）

建
永
元
年
（
二
一
〇
六
）

正
月
二
九
日

将正
月
五
日

正
月
二
九
日

　
灘
羅
灘
綴

正
月
六
日

正
月
一
三
日

兼
越
前
守
・
任
右
少

叙
正
五
位
下

任
加
賀
権
介

灘
欝
懸
講
難

叙
従
四
位
下

還
任
左
少
将

と
こ
ろ
が
、
本
百
首
の
位
署
は
「
左
近
衛
権
少
将
正
五
位
下
行
加
賀
権
介
藤
原

朝
臣
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
間
の
作
品
の
位
署
を
『
明
日
香
井
集
』

で
見

る
と
、
建
仁
元
年
二
月
の
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
・
同
年
六
月
頃
詠
進
の

『
千
五
百
番
歌
合
』
と
も
に
「
従
五
位
上
守
左
近
衛
権
少
将
臣
藤
原
朝
臣
」
、

『
百
首
和
歌
　
建
仁
二
年
八
月
廿
五
日
」
で
は
「
正
五
位
下
行
左
近
衛
権
少
将

藤
原
」
で
あ
る
。
『
老
若
五
十
首
歌
合
」
・
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
諸
本
を
閲
し

た
結
果
か
ら
も
、
建
仁
元
年
正
月
に
雅
経
が
任
じ
ら
れ
た
の
は
左
近
衛
権
少
将

で

あ
り
、
そ
の
後
何
ら
か
の
事
情
で
任
を
離
れ
て
、
建
永
元
年
正
月
に
復
し
た

と
考
え
ら
れ
る
（
注
十
）
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
、
こ
の
述
懐
歌
を

読
み

進
め
て
行
き
た
い
。

六
一
八
　
神
が
き
に
ひ
く
し
め
な
は
の
た
え
ず
し
て
君
に
つ
か
へ
ん
こ
と
を

　
し
そ
お
も
ふ
　
　
　
　
　
　
（
『
玉
葉
集
』
巻
二
〇
、
神
祇
、
二
七
九
三
）

六
一
九
　
か
す
が
や
ま
ま
だ
た
に
ふ
か
き
い
は
ね
松
か
た
き
は
神
の
め
ぐ
み

　
な
り
け
り

六
二
〇
　
こ
と
し
だ
に
ま
つ
に
は
か
け
よ
ふ
ち
の
は
な
い
か
に
み
か
さ
の
や

　
ま
の
な
も
を
し

六
一
二
　
は
る
を
ま
つ
そ
で
に
は
い
つ
か
こ
む
ら
さ
き
わ
が
も
と
ゆ
ひ
の
し

　

も
ぞ
ふ
り
ぬ
る

六
二
二
　
ね

ぎ
か
く
る
な
み
だ
の
い
ろ
や
ふ
か
か
ら
ん
お
も
は
ぬ
そ
で
も
あ

　

け
の
た
ま
が
き

六
二
三
　
う
し
と
の
み
み
と
せ
か
け
つ
る
と
し
な
み
の
な
み
な
み
な
ら
で
身

　

の

し
つ
む
ら
ん

六
二
四

　
み

な
か
み
の
あ
は
れ
は
か
け
よ
さ
ほ
が
は
の
た
え
ゆ
く
す
ゑ
の
み

　
く
つ
な
り
と
も

六
二
五
　
あ
る
も
う
く
な
き
も
か
な
し
き
よ
の
中
を
い
か
さ
ま
に
か
は
お
も

　
ひ

さ
だ
め
む
　
　
　
　
（
『
玉
葉
集
」
巻
一
八
、
雑
歌
五
、
二
四
八
六
）

六
二
六
　
そ
の
か
み
の
ち
ぎ
り
を
し
の
に
た
の
み
て
も
袖
に
な
み
だ
や
七
日

　

ひ

ざ
ら
ん

　
　
　
　
　
短
歌

六
二
七

　
あ
ま
の
は
ら
　
ふ
り
さ
け
あ
ふ
ぐ
春
の
日
の
　
ひ
か
り
あ
ま
ね

　

く
　
て
ら
す
よ
に
　
な
ど
か
き
く
ら
す
　
う
き
雲
の
　
あ
る
に
も
あ
ら
ず

　

さ
す
ら
ひ
て
　
へ
に
け
る
か
た
を
　
か
ぞ
ふ
れ
ば
　
み
そ
ぢ
あ
ま
り
の

　

よ
る
の
し
も
　
い
か
に
む
す
び
し
　
ち
ぎ
り
に
か
　
み
な
か
み
き
よ
き

さ
ほ
が
は
の
　
し
つ
む
み
く
つ
と
　
な
り
は
て
て
　
あ
へ
ず
し
ほ
る
る

藤
な
み
の
　
さ
こ
そ
下
葉
の
　
下
に
の
み
　
末
が
す
ゑ
に
て
　
か
れ
ぬ
と

も
　
購
灘
灘
鐡
灘
懸
の
　
ひ
と
し
ほ
は
　
松
に
か
け
て
も
　
か
す
が
な
る

み

か

さ
の
や
ま
の
　
な
に
し
お
は
ば
　
身
を
し
る
あ
め
も
　
そ
ら
は
れ
て

な
ほ
ひ
さ
か
た
の
　
つ
き
も
せ
ず
　
あ
ゆ
み
を
は
こ
ぶ
　
た
ま
ぼ
こ
の

み

ち
を
た
つ
ぬ
る
　
い
そ
の
か
み
　
ふ
り
に
し
あ
と
は
　
と
ほ
く
と
も

き
み
に
つ
か
へ
て
　
む
か
し
べ
に
　
か
へ
る
た
め
し
は
　
お
ほ
あ
ら
き
の

も
り
の
し
た
草
　
し
げ
け
れ
ば
　
し
げ
み
が
な
か
の
　
つ
ゆ
ば
か
り
　
た
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の

み

や

あ
る
と
　
か
し
こ
み
て
　
た
む
く
る
神
の
　
ゆ
ふ
し
で
に
　
な
び

　
く
ば
か
り
の
　
い
へ
の
風
　
ふ
く
と
な
け
れ
ど
　
こ
と
の
は
に
　
心
の
い

　

ろ
を
　
あ
ら
は
し
て
　
か
き
あ
つ
め
つ
る
　
も
も
く
さ
や
　
そ
の
か
ず
か

　

ず
の
　
め
ぐ
み
を
ぞ
お
も
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
新
千
載
集
」
巻
一
八
、
雑
下
、
一
二
三
五
）

　
　
　
　
　
反
歌

六
二
八
　
あ
は
れ
と
も
人
こ
そ
し
ら
ね
人
し
れ
ぬ
こ
こ
ろ
の
う
ち
は
神
の
ま

　
に

ま
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
、
二
一
三
六
）

　
冒
頭
、
春
日
社
に
相
応
し
く
注
連
縄
を
詠
み
こ
ん
だ
序
詞
を
用
い
な
が
ら
、

絶
え

る
こ
と
な
く
我
が
君
に
仕
え
た
い
と
い
う
意
志
を
示
す
。
こ
の
序
詞
は

「
う
れ
し
く
は
の
ち
の
心
を
神
も
き
け
ひ
く
し
め
な
は
の
た
え
じ
と
そ
お
も
ふ
」

（『
千
載
集
』
巻
＝
一
、
恋
二
、
七
〇
九
、
藤
原
顕
季
）
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、

顕
季
歌
が
念
頭
に
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
当
該
歌
は
こ
の
述
懐
＝

首
の
中
で
、
い
わ
ば
序
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
以
下
、
読
み
進
め

る
に
従
っ
て
、
雅
経
の
願
い
が
何
で
あ
る
の
か
が
次
第
に
示
さ
れ
る
構
成
と
な
っ

て
い
る
。

　
六
一
九
番
歌
の
春
日
山
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
藤
原
氏
を
象
徴
す
る
が
、

「
ま
だ
谷
深
き
岩
根
松
」
は
自
身
を
暗
示
す
る
か
。
「
ま
だ
」
に
、
今
は
ま
だ
沈

倫

し
て
い
る
が
、
の
気
持
を
込
め
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
か
た
き
」

は
岩
根
松
が
生
え
て
い
る
岩
の
「
堅
き
」
に
「
難
き
」
を
か
け
、
得
が
た
い
の

は
神
の
恵
み
で
あ
る
と
嘆
く
。

　
六
二
〇
で
は
、
「
松
」
に
皇
室
を
、
「
藤
」
に
藤
原
氏
で
あ
る
自
身
を
喩
え
、

せ

め
て
今
年
は
、
と
期
待
を
か
け
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
近
衛
府
の
異
名

コ
ニ
笠
の

山
」
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
三
笠
山
の
名
が
惜

し
い
と
は
、
少
将
の
地
位
に
は
あ
る
も
の
の
、
現
在
の
状
況
に
満
足
し
て
い
な

い

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
六
一
二
で
も
春
に
会
う
の
を
待
つ
心
境
を
詠
む
。
こ
の
歌
は
「
君
こ
ず
は
ね

や

へ
も
い
ら
じ
こ
紫
わ
が
も
と
ゆ
ひ
に
し
も
は
お
く
と
も
」
（
『
古
今
集
』
巻
一

四
、
恋
四
、
六
九
三
、
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
本
歌
と
し
、
長
い
時
間
の
経
過
を

表
現

し
て
い
る
が
、
歌
の
主
題
は
全
く
異
な
る
。
「
こ
紫
」
に
「
来
む
」
を
か

け
て
、
春
を
待
つ
自
分
の
も
と
に
、
い
つ
春
は
来
て
衣
の
色
が
紫
に
な
る
の
か

と
詠
み
、
「
も
と
ゆ
ひ
の
し
も
」
に
よ
り
、
願
い
が
果
た
せ
ぬ
ま
ま
髪
が
白
く

な
る
ほ
ど
年
月
が
経
過
し
た
と
訴
え
る
。
六
二
七
に
も
「
ゆ
か
り
の
色
」
（
網

掛

け
部
分
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
五
句
前
の
「
藤
な
み
」
の
ゆ
か
り

の

色
、
す
な
わ
ち
紫
と
考
え
ら
れ
、
同
じ
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
考
え
る
と
、
六
二
〇
の
「
ま
つ
」
と
「
ふ
ち
の
は
な
」
も
同
様
で
、
「
ま

つ
」

に

は
■
待
つ
」
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
衣
の
色
が
紫
に
な
る
こ
と
を
待
つ

心
境
を
詠
ん
だ
と
解
さ
れ
る
。

　
六
二
二
で

は
、
願
い
を
掛
け
る
思
い
の
深
さ
を
、
紅
涙
に
よ
っ
て
袖
が
朱
の

玉
垣
の

よ
う
に
赤
く
染
ま
っ
た
と
表
現
す
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
「
あ
け
」
は

衣
の
色
を
表
し
て
い
よ
う
。
六
二
〇
か
ら
六
二
二
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
雅

経
は
正
五
位
下
の
少
将
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
嘆
き
、
四
位
に
叙
せ
ら
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
「
思
は
ぬ
袖
も
」

は
、
思
い
が
け
ず
私
の
袖
も
、
の
意
。
「
思
は
ぬ
袖
」
は
「
き
り
ぎ
り
す
な
く

な
る
の
べ
は
よ
そ
な
る
を
お
も
は
ぬ
そ
で
に
露
の
こ
ぼ
る
る
」
（
『
山
家
集
』
四

四
七
）
が
初
出
か
。
当
該
歌
と
西
行
歌
以
外
に
は
新
古
今
時
代
の
作
に
六
例
、

後
代
に

三
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

　
六
二
三
で

は
、
つ
ら
い
と
ば
か
り
思
っ
て
三
年
間
を
過
ご
し
た
と
、
沈
論
の

嘆
き
を
訴
え
る
。
こ
の
コ
ニ
年
」
は
、
建
仁
二
年
に
正
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て

以
来
の
三
年
余
り
を
い
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
六
二
四
の

「
佐
保
川
」
は
、
春
日
山
に
発
す
る
。
そ
の
「
絶
え
ゆ
く
末
の
水
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屑
」
と
は
、
藤
原
氏
の
末
喬
で
、
沈
倫
す
る
自
身
の
比
喩
で
あ
る
。
同
様
の
表

現
は

六
二
七
に

見
え

る
が
、
「
み
な
か
み
き
よ
き
　
さ
ほ
が
は
の
　
し
つ
む
み

く
つ
と
　
な
り
は
て
て
」
（
実
線
部
）
と
、
よ
り
明
白
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

自
分
に
哀
れ
み
を
か
け
て
ほ
し
い
、
と
春
日
の
神
に
祈
る
。

　
六
二
五

は
、
抽
象
的
な
詠
み
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
ま
で
の
内
容
の

ま
と
め
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
六
二
六
の

「
七

日
」
は
、
こ
の
参
籠
の
七
日
間
を
指
す
。
六
一
八
か
ら
六
二

五
に

表
出
し
た
よ
う
な
思
い
を
抱
え
て
、
自
分
は
現
在
参
籠
し
て
い
る
が
、
そ

の

間
中
、
涙
が
乾
く
こ
と
は
な
い
の
か
、
と
詠
む
。
た
だ
し
「
そ
の
か
み
の
ち

ぎ
り
」
が
何
を
指
す
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
六
二
七

は
以
上
の
九
首
の
集
約
と
い
え
よ
う
。
こ
の
歌
か
ら
参
籠
理
由
等
に

つ
い

て
新

た
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
「
み
そ
ぢ
あ
ま
り
の
　
よ
る
の
し

も
」
（
点
線
部
）
と
老
い
の
意
識
が
明
白
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
で
も
「
か

す
が
な
る
　
み
か
さ
の
や
ま
の
　
な
に
し
お
は
ば
」
（
波
線
部
）
と
歌
わ
れ
て

い

る
が
、
六
二
〇
と
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
と
考
え
ら
れ
る
。
六
二
七
に
は
「
家
の
風
」

と
い
う
語
が
見
え
る
（
二
重
傍
線
部
）
。
こ
れ
は
「
家
風
」
の
訓
で
、
家
の
伝

統
、
家
業
な
ど
の
意
で
あ
る
が
、
久
保
木
哲
夫
氏
の
こ
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
（
注
十
一
）
、
重
代
の
和
歌
の
家
の
意
で
詠
ま
れ
て
い
る
場
合
も
少
な

か

ら
ず
存
す
る
。
こ
こ
で
も
同
様
の
意
と
も
、
春
日
の
神
を
氏
神
と
す
る
藤
原

氏
一
門
の
意
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
前
者
と
解
す
る
。
自
分
の
家
は
重
代
の
歌

の

家
で
は
な
い
が
、
和
歌
に
思
い
の
た
け
を
表
現
し
て
書
き
（
「
掻
き
」
を
か

け
る
）
集
め
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
次
の
「
も
も
く
さ
」
は
本
百
首

を
指
し
て
お
り
、
「
そ
の
か
ず
か
ず
の
め
ぐ
み
」
と
は
、
本
百
首
詠
作
に
よ
り
、

そ
の
百
と
い
う
数
の
よ
う
な
数
々
の
恵
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
思
う
、
の
意
か
。

雅
経
の
家
は
重
代
の
歌
の
家
で
は
な
い
が
、
祖
父
頼
輔
の
兄
が
教
長
で
あ
る
こ

と
へ
の
ひ
そ
か
な
自
負
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
六
二
八
で

は
、
人
知
れ
ぬ
心
の
う
ち
を
表
出
し
終
え
、
あ
と
は
神
の
御
心
に

ゆ
だ
ね
る
、
と
し
て
本
百
首
を
結
ん
で
い
る
。

　
以
上
、
述
懐
歌
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
雅
経
が
本
百
首
詠
作
の
翌
年
正

月
六
日
に
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
希
望
は
か
な
え
ら
れ

た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
参
籠
と
詠
作
に
は
成
果
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
述
懐
歌
の
前
に
十
喩
歌
が
置
か
れ
て
い
る
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。

こ
れ
は
、
十
喩
歌
に
お
い
て
人
の
身
の
は
か
な
さ
を
印
象
づ
け
た
上
で
、
沈
倫

す
る
自
身
の
境
遇
を
訴
え
、
神
に
恵
み
を
請
う
と
い
う
構
成
で
あ
る
と
考
え
ら

れ

る
。
雑
の
二
題
は
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、
十
喩
題
は
自
身
の
願
い
を
よ
り

効
果
的
に
訴
え
る
た
め
に
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
六
二
七
番
歌
の
第
二
句
「
ふ
り
さ
け
あ
ふ
ぐ
」
は
、
「
ふ
り
さ
け
見

る
」
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
両
者
の
意
味
に
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、

「
ふ

り
さ
け
あ
ふ
ぐ
」
の
方
が
、
よ
り
高
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
当
該
歌
以
外
の

用
例
は
、
「
春
日
山
ふ
り
さ
け
あ
ふ
ぐ
言
の
は
の
む
か
し
の
跡
を
猶
た
の
み
つ

つ
」

（『
新
続
古
今
集
』
巻
二
〇
、
神
祇
、
一
二
〇
九
、
藤
原
雅
縁
）
一
例
の
み

で

あ
る
。
雅
縁
（
法
名
宗
雅
）
は
雅
経
か
ら
数
え
て
六
代
目
の
子
孫
で
、
こ
の

歌
が
六
二
七
番
歌
を
意
識
し
て
詠
ま
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

　
以
上
、
雅
経
の
『
春
日
社
百
首
」
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
点
か
ら
検
討
を

試
み

た
。
本
百
首
に
は
、
歌
枕
詠
と
、
本
稿
で
は
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が

「
風
」
を
詠
ん
だ
歌
と
が
多
く
、
本
歌
取
詠
と
流
行
表
現
等
を
用
い
た
歌
と

は
比
較
的
少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
詠
ま
れ
て
い
る
歌
枕
は
、
大
和
国
の

も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
流
行
表
現
等
を
用
い
た
作
は
少
な
い
も
の
の
、
歌
枕
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詠
に

新

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
詠
法
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
地
名
を
示
さ
ず
に
歌
枕

を
詠
む
な
ど
の
工
夫
も
見
ら
れ
る
。

　
釈
教
で
は
十
喩
を
詠
む
が
、
こ
れ
は
次
の
述
懐
歌
の
内
容
を
よ
り
効
果
的
に

訴
え

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
雅
経
歌
に
先
行
の
十
喩

歌
の
影
響
が
明
ら
か
な
作
は
な
い
が
、
『
宝
物
集
』
に
十
喩
歌
と
し
て
示
さ
れ

て
い

る
歌
を
念
頭
に
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
作
は
存
す
る
。

　
本
百
首
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
述
懐
歌
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
春
日
社
参
籠

の

理
由
、
及
び
本
百
首
詠
作
の
動
機
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
四
位
に
叙
せ
ら
れ
る
こ
と
か
と
推
測
さ
れ
、
本
百
首
詠

作
の
一
ヶ
月
余
後
に
実
現
し
て
お
り
、
参
籠
と
詠
作
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
本
百
首
か
ら
は
八
首
が
勅
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
。
本
百
首
が

私
的
な
作
品
で
あ
る
こ
と
、
本
百
首
と
近
い
時
期
に
成
立
し
た
雅
経
の
私
的
な

定
数
歌
に
『
百
首
和
歌
　
建
仁
二
年
八
月
廿
五
日
』
・
『
千
日
影
供
百
首
』
が
あ

る
が
、
前
者
の
勅
撰
集
入
集
歌
が
三
首
、
後
者
に
は
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

八
首
と
い
う
数
は
注
意
し
て
も
よ
い
多
さ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
八

首
中
、
述
懐
歌
が
四
首
を
占
め
る
。
本
百
首
の
述
懐
歌
は
雅
経
の
切
な
る
願
い

が

込

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
人
の
心
を
捉
え
る
詠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
注

和
歌
の
引
用
は
、
本
文
及
び
歌
番
号
と
も
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

ま
た
、
催
馬
楽
は
新
編
日
本
古
曲
ハ
文
学
全
集
、
『
三
宝
絵
』
・
『
宝
物
集
』

は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。
『
万
葉
集
』
は
、
本
文
は
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
に
よ
り
、
歌
番
号
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
．

『
新
編
国
歌
大
観
』
の
順
に
示
し
た
。

久
保
木
哲
夫
氏
は
「
平
安
期
に
お
け
る
長
歌
の
意
味
」
（
『
国
文
学
論
考
』

三四五⊥／＼

都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会
、
第
四
号
、
一
九
六
七
年
一
二
月
）
に

お

い

て

「
個
人
の
心
情
を
、
あ
ら
た
ま
っ
た
形
で
述
べ
る
」
訴
嘆
に
は
、

「
長
歌
形
式
の
方
が
、
よ
り
つ
よ
く
、
よ
り
効
果
的
に
、
訴
え
る
力
を

も
っ
て
い
た
は
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
百
首
の
場
合

に

も
あ
て
は
ま
っ
て
い
よ
う
。

た
と
え
ば
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
・
『
千
五
百
番
歌
合
』
で
は
雑
歌
は
覇

旅
歌
に

偏
っ
て
い
る
、
『
千
日
影
供
百
首
和
歌
』
で
は
『
万
葉
集
』
歌

の

摂
取
が

目
に
つ
く
、
な
ど
。
拙
稿
「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
正
治
後
度
百

首
』
詠
」
（
『
日
本
文
学
』
〔
日
本
文
学
協
会
〕
二
〇
〇
四
年
一
月
号
）
．

「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
千
五
百
番
歌
合
』
詠
」
（
『
十
文
字
学
園
女
子
短
期

大
学
研
究
紀
要
』
第
三
四
集
、
二
〇
〇
三
年
度
）
・
「
飛
鳥
井
雅
経
の

『
老
若
五
十
首
歌
合
』
詠
」
（
『
十
文
字
国
文
』
第
十
号
、
二
〇
〇
四
年

三
月
）
・
「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
百
首
和
歌
　
建
仁
二
年
八
月
廿
五
日
』
詠
」

（『
十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
五
集
、
二
〇

〇
四
年
度
）
・
「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
千
日
影
供
百
首
和
歌
』
詠
」
（
『
十
文

字
国
文
』
第
十
一
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
参
照
。

『
藤
原
良
経
全
歌
集
と
そ
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
年
、
一
二

一
ペ
ー
ジ
。

十
喩
を
詠
ん
だ
和
歌
に
つ
い
て
は
国
枝
利
久
氏
「
維
摩
経
十
喩
と
和
歌
」

（『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
通
巻
第
六
四
号
、
一
九
八
〇
年
三
月
）
に
詳

し
い
。
十
喩
を
詠
ん
だ
歌
の
中
に
「
水
の
月
」
詠
が
含
ま
れ
る
問
題
に

つ
い

て

は
、
同
論
文
及
び
『
公
任
集
注
釈
』
（
竹
鼻
績
氏
著
、
貴
重
本

刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年
）
三
三
七
か
ら
三
三
九
ペ
ー
ジ
で
考
察
さ
れ
て

い
る
。

関
根
慶
子
氏
・
阿
部
俊
子
氏
・
林
マ
リ
ヤ
氏
・
北
村
杏
子
氏
．
田
中
恭

子
氏
著
、
風
間
書
房
、
一
九
八
六
年
、
四
＝
ニ
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
『
秋
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飛鳥井雅経の「春日社百首』詠

七九八十

風
集
』
に
「
あ
つ
ま
れ
る
あ
わ
」
す
な
わ
ち
聚
沫
歌
と
し
て
赤
染
衛
門

歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
泡
」
題
の
赤
染
衛
門
歌
と
第
二

句
が
異
な
る
の
み
で
あ
る
。

『
嘉
言
集
』
一
八
番
歌
は
、
一
七
番
歌
の
詞
書
を
受
け
る
が
、
内
容
が

合
致
し
な
い
た
め
除
外
し
た
。

注
五
の

論
文
。

木
船
重
昭
氏
は
無
明
長
夜
と
解
さ
れ
て
い
る
が
（
『
堀
河
院
百
首
和
歌

全
釈
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
七
年
、
六
二
八
ペ
ー
ジ
）
、
久
保
田
淳
氏

（『
堀
河
院
百
首
和
歌
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
二
八
二
ペ
ー
ジ
）
・

滝
澤
貞
夫
氏
（
『
堀
河
院
百
首
全
釈
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
三

八
三
ペ

ー
ジ
）
は
、
単
に
「
長
い
夜
」
と
さ
れ
て
い
る
。

『
明
日
香
井
集
』
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
中
世
私
家
集
六
』
、
及
び

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
五
〇
一
・
一
〇
〇
）
・
高
松
宮
旧
蔵
本
と
も
異

同
は
な
い
。
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
は
、
彰
考
館
蔵
本
・
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
本
（
一
五
一
・
三
六
七
）
・
高
松
宮
旧
蔵
本
・
熊
本
大
学
附
属
図

書
館
北
岡
文
庫
蔵
本
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
・
彰

考
館
蔵
本
・
高
松
宮
旧
蔵
本
二
本
・
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
蔵

本
・
神
宮
文
庫
蔵
本
と
も
「
左
」
に
異
同
は
な
い
（
時
雨
亭
叢
書
以
外

は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ま
た
は
紙
焼
き
写
真
本

に

よ
る
）
。
有
吉
保
氏
『
千
五
百
番
歌
合
の
校
本
と
そ
の
研
究
』
（
風
間

書
房
、
一
九
六
八
年
）
で
も
「
左
」
に
異
同
は
な
い
。

十
一

「
『
家
の
風
」
ー
『
後
拾
遺
集
』
と
大
中
臣
家
1
」
『
フ
ェ
リ
ス
女
学
院

大
学
国
文
学
論
叢
」
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
発
行
、

一
九
九
五
年
。
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